
下水

下水

H=475.000

T1

474.80

KBM

T2

474.88

8.824

A1 A2

A1 A2

橋長112 5 3

橋長10 5 8 5

475.00

1 00 0 1 00 0支間長88 4 0

桁長10 8 4 0

橋長11 3 4 0

ブロック積

下水

0.40%0.60%
475.000

4 0 0 8 3 70 1 80 8 00 50 0

4 0 0 9 35 0 50 0

1 02 5 0

1
0
5
7

4
5
0

7
0
0

1
1
0

1
5
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0
0

4
8
04

01
0
0

3
0

1
9
0

1
7
0

1
0
1
7

1
5
0

6
0

8
0
5

5
1
5

2
0
0

4 9 8 0 5 27 0

3 8 70 14 0 0

1 0 01 00 5 01 0 0

1 2 5

9 0 排水管□- 10 0× 4 5
L =6 20 mm

（縦目地）

（横･縦目地）

側面図　S=1:50

平面図　S=1:50

尾
根

川

尾根川

標準断面図　S=1:5 0

下之郷橋

橋梁一般図

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

1

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

橋梁一般図

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

市道（1級）久保峠線／下之郷橋

既存部：プレテンＰＣＩ桁　拡幅部：プレテンＰＣＩ桁

重力式橋台

S48(1973)年

二等橋【1956年（昭和31年）鋼道路橋設計示方書】W=14tf

10.5ｍ

1径間　

地0.4+車8.37+縁0.18+歩0.8+地0.5＝10.25ｍ

左岸側←［A1］0.2％←→0.4％［A2］→右岸側

［共通］0.6～0.4％（片勾配）

コンクリート舗装　t=7.5cm（剥ぎ取り調査より）

間詰モルタル　W=55cm（想定）

橋下：下水管

-

車7.0m歩0.8m

路 線 名 ／ 橋 梁 名

形 式
上部 構造

下 部構 造

架 設 年 次

等 級

橋 長

径 間 斜 角

有 効 幅 員

縦 断

横 断
勾 配

舗 装

床 版

添 架 物

全 幅 員幅 員構 成

橋梁諸元

橋面

上部工

下部工

舗装工

補修工種一覧（下之郷橋）

※本図は現地計測に基づき復元した想定断面図である

14

③ 橋面舗装ひび割れ補修（注入工）

⑤ 橋面舗装表面含浸工

⑨ 地覆水切り設置工

⑪ 橋台断面修復（左官工）

⑬ 橋台表面含浸工

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

⑧ 主桁断面修復（左官工）

② 橋面舗装断面修復（左官工）

④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工）

⑫ 橋台ひび割れ補修（低圧注入工）

⑥ 歩車道境界ブロック付替工

⑦ ガードレール部材付替工

⑩ 排水装置接続工（接続延伸）

⑭ 取付道路舗装打換え工

② 橋面舗装断面修復（左官工）

③ 橋面舗装ひび割れ補修（注入工）

④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工）

⑤ 橋面舗装表面含浸工

② 橋面舗装断面修復（左官工）

③ 橋面舗装ひび割れ補修（注入工）

⑤ 橋面舗装表面含浸工

⑥ 歩車道境界ブロック付替工

⑧ 主桁断面修復（左官工）

⑦ ガードレール部材付替工

⑨ 地覆水切り設置工

⑨ 地覆水切り設置工

⑨ 地覆水切り設置工

⑨ 地覆水切り設置工

⑩ 排水装置接続工（接続延伸）

⑪ 橋台断面修復（左官工）

⑧ 主桁断面修復（左官工）

⑫ 橋台ひび割れ補修（低圧注入工）

⑬ 橋台表面含浸工

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工）

④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工）

⑦ ガードレール部材付替工

⑪ 橋台断面修復（左官工）
⑫ 橋台ひび割れ補修（低圧注入工）

⑬ 橋台表面含浸工

⑦ ガードレール部材付替工

④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工） ④ 地覆ひび割れ補修（低圧注入工）

⑨ 地覆水切り設置工

⑭ 取付道路舗装打換え工⑭ 取付道路舗装打換え工

（横目地）

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

（横目地）

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

（横目地）

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

（横目地）

① 埋設型伸縮繋継手装置設置工（取替え工）

⑩ 排水装置接続工（接続延伸）⑩ 排水装置接続工（接続延伸）

⑥ 歩車道境界ブロック付替工

⑦ ガードレール部材付替工⑦ ガードレール部材付替工



数量表（設置）

伸 縮 金 物

名　称

弾 性 合 材

本体鉄筋・伸縮シート装備

単位

シームレスジョイント SJ-M型

品名又は仕様

フ ァ ル コ ン

8.7

1.004m3

数　量

31.388m

備　考

差筋アンカー 本 500D13

名　称 単位 数　量 備　考

数量表（撤去及び他材料）

mゴムジョイント 11.242

プライマー

品名又は仕様

LF C コ ー ト

縦目地部

1009 4534

2×1500=3000 1000 534

1073 4439

1439 2×1500=3000

4599

2×1500=3000 1000 599

4492

1492 2×1500=3000

11
24

2

8
49

6
×
1 5

00
=9

00
0

84
8

本体鉄筋 D13本体鉄筋 D13

本体鉄筋 D13

本体鉄筋 D13

本体鉄筋 D13 本体鉄筋 D13

部材平面図 S=1:50

A1

A2

0.40% 0.60%

11466<11440>

400

713<760>

9040<9030>

229

1084<1021>

ファルコン t=80

シームレスジョイント

シール材 ファルコン t=80

シームレスジョイント

シール材

シール材

縦目地部伸縮装置

差筋アンカー D13

@250

桁端部 断面図 S=1:50

注）<　>内はA2部を示す。

80
8
0

8
0 8
0

54
5

30

50
3
0

90 55 9055

50

75
5

床 版 側

15730157

400

10

55

20

橋 台 側

80

伸縮装置取付断面図 S=1:5

現場溶接

ファルコン コンクリート舗装本体鉄筋 D13

伸縮シート

プライマー塗布

バックアップ材

@250@250
差筋アンカー D13差筋アンカー D13

アスファルト舗装

50
3
0

90 55 9055

50

75
5

床 版 側

15730157

既設伸縮装置撤去幅及び設置幅 400

55

床 版 側

80

縦目地部

現場溶接

ファルコン コンクリート舗装本体鉄筋 D13

伸縮シート

プライマー塗布

バックアップ材

@250@250
差筋アンカー D13差筋アンカー D13

既
設
伸
縮
撤
去
推

定
値

横目地部

10
25

0

5
27

0
49
8
0

50
0

8
00

3
79

0

18
0

橋長11253

橋長10585

20 20

20 20

桁
端

部
11

46
6

71
3

10
84

22
9

9
04
0

4
00

1
07

3
443

9
45

99

桁
端

部
11

44
0

7
60

10
21

22
9

90
30

4
00

10
09

44
92

4
534

11242

シール材 シームレスジョイント

シール材 シール材

シームレスジョイント

シームレスジョイント

シール材シームレスジョイント

配 置 図 S=1:100

A1 A2

3
0 30

注）伸縮装置設置延長は、部材遊間中心を基準とする。

埋設型伸縮装置設置工

完了・交通開放

既設伸縮装置撤去工

施工フロー

注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

注2）伸縮装置箱抜部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて

　 　補修及び不陸調整を行うこと。

注4）バックアップ材は標準仕様を用いる。

　　 縦目地部はゴムジョイント（遊間W=30㎜）である。

注3）既設伸縮装置は、横目地部はエラスタイト目地（遊間W=20㎜）、

注5）地覆、縁石は機能保持のため撤去せず伸縮装置を設置する。

　　 ただし、金物やアンカー設置に伴う施工上の不具合、止水機能の不具合が生じる

　　 場合など、詳細な取り合いは工事の際監督員と協議のうえ対応すること。

　既設舗装撤去工

注記

シ ー ル 材 L 1.0シ リ コ ン 系

m 20.146コンクリート舗装
既設伸縮装置撤去

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長
横目地部（1009+4492+4534+1073+4439+4599）

2

地覆・縁石部(ΣL=3.371ｍ)

橋梁付属物工計画図
下之郷橋

S=1:2シール材充填図

15

20

シール材

地覆部・縁石部

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

14 橋梁付属物工計画図

伸縮装置断面積 m2 0.400*0.0800.032



　　ひびわれ補修工

（自動低圧低速注入工法）

ひびわれ注入材

シール材

注入器具

２　ひびわれ部清掃

６　注入器具・シール材撤去、清掃

５　注　　　入

４　シール材接着

３　注入座金取付け位置決め

１　補修範囲確認

※　施工手順

※　　注）

１．施工前に再度施工箇所を確認すること。

２．注入対象は、ひびわれ幅0 .2 m m以上とする。

３．ひびわれ注入深さは、1 00 m m程度を想定しているが

　　注入器内の注入材が硬化する前に無くなったら、補充する。

４．注入器具の取付間隔は、3 00 m mとする。

６．施工の適正気温及び養生方法を確認し、施工を行うこと。

ひびわれ注入材の要求性能

材料の種類

ひび割れ進行区分

項目

土木補修用エポキシ

※ 1

７．著しい遊離石灰の析出が見られた場合、ディスクサンダー等で撤去後に補修すること。

B

土木補修用エポキシ

B

樹脂注入材2種樹脂注入材1種

- 5 0以上伸び率（％）

※ １： Ａ ＝ ひび 割れ が進 行し て いる ．Ｂ ＝ひ び割 れの 進行 が 止 まっ た ．

※２ ：エ ポキシ 樹脂 注 入 材 1種・ ・・ 進行 が 止 まって いる

　　 　エ ポキシ 樹脂 注 入 材 2種・ ・・ 完全 に 進 行が止 まっ たと は保 証が 得ら れな い場合

　　 　エ ポキシ 樹脂 注 入 材 3種・ ・・ 進行 し て いる

５．注入材は下表の種類を参照し使用すること。

表面含浸工

　
　　乾燥時間は、下地の状態、気象条件によって異なるため、注意すること。

　
3.　塗布面が乾燥するまでは、直接風雨にさらされないように養生を行うこと。

　

※　　注）

　
１.　施工面表面のほこり、油脂類は除去すること。　

※　施工手順

２　表面状態確認

４　養　　　生

３　含浸材塗布

2.　コンクリート表面の含水率が5％以下であることを確認すること。　

(標準塗布量約0.2kg/m2)

含浸材料：含浸系表面保護材

ひび割れ

コンクリート

素地調整工

ローラー又は刷毛を使用

（コンクリート各部材：シラン系表面含浸材）

アクアシール同等品

ポリマーセメントモルタル充填、コテ仕上げ

断面修復工（左官工）

（ポリマーセメントモルタル）

※　施工手順

１　補修範囲確認

２　劣化部分のはつり

４　はつったコンクリート面にプライマー塗布

１．劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷をあたえないよう

　　周囲に深さ10 m m程度までコンクリートカッターにより切断目地を入れ

　　入念に施工する。

６　養　　　生

※　　注）

　３　清掃、鉄筋の錆落とし、防錆処理

２．はく離・鉄筋露出がある場合は、鉄筋の裏側1 0m m程度まではつり出し

　　鉄筋の錆を除去及び防錆処理した後、断面修復をすること。

プライマー塗布

下地処理

カッター切込み10mm程度

(鉄筋腐食がある場合、

背面10mm程度まではつり出す）

@ ｭz wﾓ v
�����ﾄﾗ

@ ｭz wﾓ v
�����ﾄﾗ

なおしタルHF同等品

５　欠損部にポリマーセメントモルタル充填、コテ仕上げ

補修標準図

番号 縮尺

設計照査

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

3 補修標準図

W=30mm

14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

１　下地処理
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対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

断面修復工
1

対策の凡例

1

5

1 9

7

6
4

3 5

12

13

B種（片面） N=2箇所

180

205

25
0

(0.18+0.205)/2×0.6=0.03m3
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根
川

A1

S=1:30

A2

橋面計画図
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番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

4

Pt11.0

取付道路舗装打換え

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
切
断
　
1
0.
2
ｍ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
切
断
　
9
.
7ｍ

カッター切断　2.0ｍ
アスファルト アスファルト

アスファルト
カッター切断　2.1ｍ

カッター切断　1.1ｍ

舗装打換え
再生密粒度As20F　t=50mm

A=20.2m2

再生密粒度As20F　t=50mm
舗装打換え

A=20.9m2

14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

下之郷橋

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック付替工 1：10

橋面計画図

（左官工）

（けい酸塩系）



Pt0.0 Pt1.0 Pt2.0 Pt3.0 Pt40 Pt5.0 Pt6.0 Pt7.0 Pt8.0 Pt9.0 Pt10.0Pt-1.0

Pt0.0Pt1.0Pt2.0Pt3.0Pt40Pt5.0Pt6.0Pt7.0Pt8.0Pt9.0Pt10.0 Pt-1.0

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

下流側(内側）

S=1:25

A1 A2

A1A2

下流側(外側）

防護柵・地覆計画図（１）

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

5
14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

下流側（補修対象なし）下之郷橋

防護柵・地覆計画図（１）

（左官工）



Pt0.0Pt1.0Pt2.0Pt3.0Pt40Pt5.0Pt6.0Pt7.0Pt8.0Pt9.0Pt10.0

Pt0.0 Pt1.0 Pt2.0 Pt3.0 Pt40 Pt5.0 Pt6.0 Pt7.0 Pt8.0 Pt9.0 Pt10.0

3 4 5

部分取替工 L=1.2ｍ

ビーム端部のみ

部分取替工 L=1.2ｍ

ビーム端部のみ

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

上流側(内側）

上流側(外側）

S=1:25

A1 A2

A1A2

防護柵・地覆計画図（２）

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

0.
2-6

00

0
.2-

200

0
.2-

300
6

14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

上流側下之郷橋

防護柵・地覆計画図（２）

（左官工）



取手

10
2

102

30

95 145

2
0

40

4

チェーン取付

t=4.0mm

100

既設管切断
突出長30mmを残す

設置手順：水道管との隙間に下から上方向へ製品を差し込む。
　　　　　（既設管30㎜突出長へ緩衝の無いよう斜め方向に据え付けること）

排水管□-100×45

L=620mm

125

120

□150x100 t=2.0㎜

切欠 □120x85

6

1
15

0

45.0°

点検蓋

100

4-アンカーボルト M12x100

4-φ14x30長孔

1
6
0

8
5

9
05

チェーン取付

20
0
以

上

11
50

1
15

0

8
0

1
2
0

3
6
0

6
7
0

30 50
80

4
0

4
0

45
.0

°

150

150

1
0
0

1 50

A1 A2

取替え部　製作数＝2基

配置図　S=1:10 0

TSステンレス排水管詳細図　S=1:10 点検蓋詳細図　S=1:5
接続部　製作数＝2基 接続部　製作数＝2基

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

　　3.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　 耐食性向上の措置を講じる。

　　4.現地調査にて寸法確定後製作する。　

　　5.取替部：製品を横に傾け据え付けること。　

　　（足場チェーン等の緩衝がある場合設置幅を確保のこと）

排水装置詳細図　S=1:10

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

7

A1→100%　A3→50%縮小実施図

14

排水装置接続工
排水装置接続工

接続延伸
接続延伸

排水装置接続計画図

排水装置接続計画図
TSステンレス排水装置下之郷橋



下水

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

Pt0.0 Pt1.0 Pt2.0 Pt3.0 Pt4.0 Pt5.0 Pt6.0 Pt7.0 Pt8.0 Pt9.0 Pt10.0

12

13

※水切り材設置　L= 8 . 4 m

※水切り材設置　L =1 0 . 6 m

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

1

2

3

・はつり撤去にあたり、PC鋼線を破断させないよう十分注意のこと。

※注意事項

・何れの箇所も慎重・入念な施工を必須とする。

・目地近傍垂直面②③欠損部は、はつり困難なため目荒し程度の

　下地処理を行うこと（補修材付着性確保のため）。

200

9
0

3
0
6
0

1 60 4 0
G 13 G 12

発泡材t= 2 0

G 12

発泡材t= 2 0

1
0
0

3 0

G 13

3 2 0 3 0 3 00

3 2 0 3 0 3 00

流水方向

流水方向

断面修復（左官工）

①600×20 0×d3 0

② 40 0× 60×d4 0

断面修復（左官工）

③100×10 0×d3 0

S=1:10主桁断面修復工

尾
根
川

A1
A2

S=1:30床版下面計画図

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

Pt0.0

Pt1.0

Pt2.0

Pt3.0

Pt4.0

Pt5.0

Pt6.0

Pt7.0

Pt8.0

Pt9.0

600×200,d=30

100×100,d=30

400×60,d=40
・下面①は業務委託時に試験実施済。復旧材を撤去し修復する。

・PC鋼線の配置状況は業務委託時の写真（試験報告書内）を確認のこと。

14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

下之郷橋

伸縮装置取替え（路面）

伸縮装置取替え（路面）

床版下面計画図8

（左官工）



ブロック積

ブロック積

ブロック積

ブロック積

Pt0.0 Pt1.0 Pt2.0 Pt3.0 Pt4.0 Pt5.0 Pt6.0Pt-1.0Pt-2.0Pt-3.0Pt-4.0Pt-5.0Pt-6.0

Pt0.0

Pt1.0

Pt-1.0

Pt-2.0

φ400

1 2

1 2

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

尾根川

S=1:30

上流側 下流側

下部工計画図（１）

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

0.2-
100

0

0
.3-

100
0

460×4980 450×5270

9
14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

Ａ１橋台下之郷橋

下部工計画図（１）

（左官工）



ブロック積

ブロック積

ブロック積

ブロック積

Pt0.0 Pt1.0 Pt2.0 Pt3.0 Pt4.0 Pt5.0 Pt6.0Pt-1.0Pt-2.0Pt-3.0Pt-4.0Pt-5.0Pt-6.0

Pt0.0

Pt1.0

Pt-1.0

Pt-2.0

3 4 6 7

8 9 10

11

12

5

3 4

1

2

3

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

損 傷 の 凡 例

損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示 損傷の種類 表　　示

ひびわれ 錆・腐食鉄筋露出 漏水・滞水
(0.2mm以上)

ひびわれ 遊離石灰 浮　き 塗装剥離
(0.2mm未満)

欠　損 摩耗 亀　裂

剥　離 補修痕 その他

寸法単位：mm　ひびわれ：幅-長さ 0.3-200
：側面のひびわれ・遊離石灰を示す
：側面のひびわれを示す

：側面の剥離・鉄筋露出を示す
：側面のうきを示す

豆　板

尾根川

S=1:30

遊離石灰ひびわれ

下流側 上流側

下部工計画図（２）

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

0.2
-15

0
0
.2-6

00

0.
2-2

00

0.
2-3

00

0.5～1.0-600 0.8～1.0-1800

0.2-
300

0.2
-45

0
0.

3-3
00

0.
2～

0.4
-40

0

450×5250 460×5000

400×100,d=50

600×200,d=100

400×300,d=50

10
14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

下部工計画図（２）

Ａ２橋台下之郷橋

（左官工）



補修数量表

ひび割れ補修工(注入工)

地覆
番号

1
2

3
4

5
合計

ひびわれ平均幅

橋台

番号
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12

合計
ひびわれ平均幅

幅(mm)

0.2
0.2

0.2
0.2

0.2

幅(mm)
0.2

0.3
0.2

1.0
0.4

1.0
0.3

0.2
0.2

0.2
0.2

0.2

延長(m)

延長(m)

ひび割れ補修工(舗装部注入工)

橋面
番号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

34
35

36
37

38
39

40
41

42
43

44
45

46
47

48

49
50

51
52

53
合計

ひびわれ平均幅

幅(mm)

5.0
2.0

0.5
7.0

1.5
5.0

0.5
3.0

0.5
0.5

0.5
0.4

2.0
2.0

0.5
0.5

0.4
2.0

3.0
0.5

4.0
4.0

5.0

5.0
6.0

6.0
4.0

0.5
3.0

5.0
5.0

5.0
5.0

5.0
3.0

0.5
0.5

3.0
1.0

3.0
3.0

0.2
0.2

0.2
0.3

0.2
0.2

0.2

0.3
0.3

0.3
0.2

0.3

延長(m)

0.60
0.80

0.80
0.80

0.80
1.20

0.90
1.40

1.60
0.35

0.30
0.35

1.30
1.40

0.95
0.60

1.20
1.50

1.70
0.90

1.00
1.00

1.70

0.70
2.40

0.70
2.10

0.80
1.60

1.50
0.30

0.60
0.30

1.20
0.60

0.40
0.40

0.85
0.50

0.80
0.40

0.30
0.30

0.30
1.20

0.30
0.30

0.40

0.30
0.30

0.30
0.30

0.45
44.05

2.2

断面修復工（左官工）

主桁下面
番号

1
2

3

橋台
番号

1
2

3

幅(m)

0.20
0.06

0.10

幅(m)

0.10
0.20

0.30

延長(m)

0.60
0.40

0.10

延長(m)

0.40
0.60

0.40

×1/2

1
1

1
合計

×1/2

1
1

1
合計

面積(m2)

0.120
0.024

0.010
0.150

面積(m2)

0.040
0.120

0.120
0.280

深さ(m)

0.030
0.040

0.030

深さ(m)

0.050
0.100

0.050

体積(m3)

0.004
0.001

0.001
0.006

体積(m3)

0.002
0.012

0.006
0.020

橋面
番号

1

幅(m)

0.15

延長(m)

11.20

×1/2

1
合計

面積(m2)

1.680
1.680

深さ(m)

0.075

体積(m3)

0.126
0.126

表面含浸工

橋面
番号

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13

橋台
番号

1
2

3
4

幅(m)

0.24
0.24

1.20
1.20

0.82
0.82

1.22
0.22

0.22
1.70

1.62
2.50

4.00

幅(m)

0.46
0.45

0.45
0.46

延長(m)

0.72
0.98

0.98
0.82

8.80
1.22

0.95
0.95

0.76
0.65

0.67
11.23

10.60

延長(m)

4.98
5.27

5.25
5.00

×1/2

1
0.5

0.5
0.5

1
0.5

0.5
0.5

1
0.5

0.5

1

1
合計

×1/2

1
1

1
1

合計

面積(m2)

0.173
0.118

0.588
0.492

7.216
0.500

0.580
0.105

0.167
0.553

0.543
28.075

42.400
81.510

面積(m2)

2.291
2.372

2.363
2.300

9.326

0.30
0.40

0.60
0.20

0.30
1.80

0.2

1.00

1.00
0.15

0.60
0.40

1.80
0.30

0.60
0.20

0.30
0.30

0.45

7.10
0.4

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

14

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

下之郷橋

補修数量表11

断面修復工（左官工）



下水

下水

H=475.000

T1

474.80

KBM

T2

474.88

8.824

橋長112 5 3

橋長10 5 8 5

475.00

1 00 0 1 00 0支間長88 4 0

桁長10 8 4 0

橋長11 3 4 0

475.000

5900

1：
0.
51：

0.5

23
0

1年確率流量水位（流量3.0m3/s）

地覆足場
（板張・シート張り防護）（板張・シート張り防護）

地覆足場

吊り足場

（板張・シート張り防護）

吊り足場

地覆足場

9 35 0

1 02 50

5 0 08 0 0 4 00 8 0 0

1
0
0
0

1
3
0
0

8400

4000

8
00

1
02

5
0

8
00

9400

側面図　S=1:50

平面図　S=1:50

尾
根

川

標準断面図　S=1: 50

下之郷橋
仮設図(参考図)

地覆足場(板張・シート張防護)

仮設足場数量

m2

吊り足場(板張・シート張防護)

10.25×4.00＝ m241.0

下流側：8.4×0.8 0＝

上流側：9.4×0.8 0＝ m2

m2

7.52

6.72
7.52 + 6.72 ＝ 14.24

番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

仮設図(参考図)14
12

実施図 A1→100%　A3→50%縮小

全面通行止め



番号 縮尺

設計照査

図　示

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

1径間　 -

路 線 名 ／ 橋 梁 名

形 式
上部構造

下部構造

架 設 年 次

等 級

橋 長

径 間 斜 角

有 効 幅 員

縦 断

横 断
勾 配

舗 装

床 版

添 架 物

全 幅 員幅員構成

橋梁諸元

市道　溝源方4号線／中堰２号橋

二次製品床板橋

二次製品床板橋

不明

不明

2.50ｍ 2.50m

アスファルト舗装

なし

コンクリート

2.0ｍ

補修工種一覧（中堰2号橋）

※本図は現地計測に基づき復元した想定断面図である
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至　下之郷至　富士山

① 主桁断面修復（左官工）
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実施図 A1→100%　A3→50%縮小



番号 縮尺

設計照査

上　　田　　市

国補　道路メンテナンス事業　橋梁修繕工事

下之郷橋ほか

上田市下之郷ほか（下之郷ほか）

課長 係長

鉄筋露出

剥離

変状の種類 表　　示

損傷図の凡例

うき

変状の種類 表　　示 表　　示変状の種類

ひびわれ

寸法単位：mm

その他

漏水

遊離石灰

遊離石灰
ひびわれ

：側面のひびわれを示す
：側面のひびわれ・遊離石灰を示す
：側面のうきを示す
：側面の剥離・鉄筋露出を示す

※旗上げに判定区分の表記がない場合は区分Ⅰとする

Ａ１橋台 Ａ２橋台

流水方向 流水方向

橋　面

流
水
方
向

A1 A2

至　下之郷至　富士山

1

1

1

1

対策の種類 表　　示

ひびわれ補修工

（注入工）

ひびわれ補修工

（遊離石灰部注入工）

ひびわれ補修工

（舗装部注入工）

断面修復工

（左官工）

1
表面含浸工

（シラン系）

断面修復工
1

対策の凡例

中堰2号橋
補修計画図

流
水
方
向

下　面

500×100 d80

ボルト変形サビ・ゆるみ
250×50 d30

A1 A2

至　下之郷至　富士山

1

3

2 1200×100 d90

補修なし

補修なし 補修なし

断面修復工（左官工）

主桁下面
番号

1
2

3

幅(m) 延長(m) ×1/2

1
1

1
合計

面積(m2) 深さ(m)

0.030

体積(m3)

0.0040.10 0.50 0.050 0.080
0.10 1.20 0.120 0.090

0.05 0.25 0.013 0.004

0.183

Free

0.011

0.019

補修計画図14
14

（左官工）

実施図 A1→100%　A3→50%縮小



位 置 図

施工箇所

下之郷橋

中堰2号橋


